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今中町長にいろんな質問をしました
(町長室・議場見学　上牧第３小学校・３年生)

創ろうみんなで　元気な安心のまちを！



平
成
25
年
度
の
決
算
は
、
一
般
会
計
で

は
、
歳
入
百
二
十
五
億
二
千
六
百
六
十
三
万

円
と
な
り
、
前
年
度
七
十
七
億
八
百
七
十
三

万
円
と
比
べ
る
と
、
金
額
で
は
四
十
八
億
千

七
百
九
十
万
円
、
割
合
に
し
て
、
六
十
二
・

五
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
は
、
百
二
十
億
四
千
五
百
八
十
五
万

円
で
前
年
度
の
七
十
三
億
九
千
四
百
五
十
五

万
円
と
比
べ
て
金
額
で
は
四
十
六
億
五
千
百

三
十
万
円
、
割
合
に
し
て
六
十
二
・
九
％
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
か
ら
歳
出
を
引
く
と
四
億
八
千
七
十

八
万
円
が
残
り
、
こ
の
中
か
ら
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
お
金
一
億
九
千
九
百
六
十
五
万
円
を

引
く
と
二
億
八
千
百
十
三
万
円
が
残
り
ま

す
。こ

の
金
額
が
平
成
25
年
度
の
黒
字
額
と
な

り
ま
す
。

平
成
25
年
度
は
、
土
地
開
発
公
社
を
解
散

す
る
た
め
に
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進

債
の
借
入
れ
を
行
い
、
公
社
の
金
融
機
関
か

ら
の
借
入
金
に
係
る
債
務
に
つ
い
て
、
債
務

保
証
を
履
行
し
た
こ
と
で
、
歳
入
歳
出
の
総

額
が
前
年
度
に
比
べ
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し

た
。特

別
会
計
も
黒
字

国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
な
ど
特
定
の

事
業
の
た
め
に
、
町
の
通
常
の
経
費
と
は
別

に
保
険
料
や
使
用
料
な
ど
の
特
定
の
収
入
に

よ
り
運
営
す
る
特
別
会
計
も
、
五
会
計
全
て

が
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

企
業
会
計
も
黒
字

上
牧
町
の
公
営
事
業
と
し
て
水
道
事
業
が

あ
り
ま
す
。

地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
、
水
道

料
金
の
収
入（
事
業
収
益
）に
よ
り
民
間
企
業

の
よ
う
に
運
営
を
行
っ
て
い
る
水
道
事
業
の

決
算
は
、
収
益
的
収
支
と
資
本
的
収
支
に
分

け
ら
れ
、
収
益
的
収
支
は
経
営
状
況
を
、
資

本
的
収
支
は
建
設
投
資
の
状
況
を
表
し
て
い

ま
す
。

平
成
25
年
度
決
算
報
告
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昨
年
に
続
い
て
今
年
も
黒
字

昨
年
に
続
い
て
今
年
も
黒
字

昨
年
に
続
い
て
今
年
も
黒
字



■平成25年度歳入歳出決算　平成25年度の一般会計歳入出決算の内訳は、下のグラフのとおりです。

一
人
あ
た
り
八
万
六
千
円
の
税
負
担
で

　    

五
十
一
万
四
千
円
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
！

　　町
の
歳
入
は
、
町
税
の
ほ
か
地
方
交
付
税
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
あ
り
、

そ
れ
ら
を
使
っ
て
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　歳
出
は
、
比
率
の
高
い
順
に
、
総
務
費
、
民
生
費
、
教
育
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町民１人あたりに
換算すると…

行政サービス

51万4千円

8万6千円

税金

（歳出は、目的ごとに区分したものと、性質ごとに区分したものの2種類のグラフがあります。）歳　出 120億4,585万円

歳　入 125億2,663万円

【目的別】 【性質別】

町民税、固定資産税など（町税）
20億1,432万円
（16.1%）

借入金
（町債）

49億4,570万円
（39.5%）

こども・高齢者・障害者
などの福祉支援（民生費）

20億4,124万円
（16.9%）

借入金の返済（公債費）
11億6,387万円（9.7%）

人件費
15億5,448万円
（12.9%）

普通建設事業費
12億3,305万円（10.2%）

庁舎管理などの役場運営
（総務費）
56億7,260万円
（47.1%）

投
資
的
経
費

一
般
行
政
経
費

義
務
的
経
費

町議会運営・勤労者支援など
（議会費、労働費など）

1億3,549万円
（1.1%）

消防・救急・防災活動など
（消防費）
2億8,695万円
（2.4%）

健康増進やごみ処理など
（衛生費）
7億1,159万円
（5.9%）

道路・公園などの整備
（土木費）
7億3,421万円
（6.1%）

借入金の返済
（公債費）
11億6,387万円
（9.7%）

教育・文化の振興
（教育費）
12億9,990万円
（10.8%）

積立金ほか
6億3,134万円
（5.3%）

補助費など
49億460万円
（40.7%）

特別会計への支出
（繰出金）
7億6,743万円
（6.4%）

物件費
7億5,063万円
（6.2%）

国
県
か
ら
入
っ
て
く
る
お
金
や

借
入
金
な
ど
。
平
成 

年
度
は

歳
入
の
4
分
の
3
と
な
り
、
国
や

県
の
決
定
に
左
右
さ
れ
ま
す
。

町
税
や
施
設
使
用
料
な
ど
、

町
が
自
主
的
に
調
達
で
き
る

お
金
。
平
成 

年
度
は
全
体

の
4
分
の
1
程
度
で
す
。

依
存
財
源

自
主
財
源

交付金ほか
2億9,596万円
（2.4%）

国・県から入ってくる使い
道が指定されているお金
（国県支出金）
14億8,764万円
（11.8%）

国から入ってくる
使い道が自由なお金
（地方交付税）
26億9,968万円
（21.6%）

繰入金・繰越金・
使用料・手数料ほか
10億8,333万円
（8.6%）

25

25

児童手当など
（扶助費）
10億4,045万円
（8.6%）
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■上牧町土地開発公社の解散 … 42億円
財政健全化の取組みの一つとして、第三セクター等改
革推進債を42億円借り入れ、土地開発公社の金融機関
からの借入金に係る債務について債務保証を履行し、
公社を解散しました。

■コミュニティバス購入事業 … 382万円
財団法人自治総合センターの助成金を活用し、コミュ
ニティバスを購入しました。平成25年10月より、既
存のコミュニティバスに加えて2台体制で運行してい
ます。

■（仮称）上牧町まちづくり基本条例の制定 … 80万円
「協働と参画によるまちづくり」をより一層推進するた
めに、将来を見すえた上牧町のまちづくりの基本とな
る「上牧町まちづくり基本条例」を制定しました。

■滝川における清らかな水辺の創造計画立案事業 … 70万円
滝川に親水機能を持たせたふれあいと憩いの場所を創
り出すべく、「清らかな水辺の創造」を推進するための
計画の立案に向けた基礎調査(住民アンケート調査等)
を実施しました。

■税金等のコンビニ収納サービス事業 … 105万円
休日、夜間でも身近なコンビニで税金や料金を支払え
るコンビニ収納サービスを開始しました。

■乳幼児等医療費助成事業 … 2,979万円
子育て支援事業として、乳幼児等医療費助成事業を行
っています。9歳までの子どもを助成対象としていま
す。

■未熟児養育医療事業 … 30万円
病院又は診療所に入院することを必要とする未熟児に
対して、養育に必要な医療の給付を行っています。

■子宮頸がん等ワクチン接種費用助成事業 … 1,161万円
子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワクチン・小児用肺炎
球菌ワクチンの接種費用を助成しています。助成対象
は中学1年～高校1年の女子と2ヶ月から5歳未満の乳
幼児としています。

■日本脳炎予防接種事業 … 551万円
日本脳炎の定期予防接種の一部が変更になり、平成17
年度～21年度の間に定期予防接種の機会を逃した方の
接種間隔が緩和され、平成7年4月2日から平成19年4
月1日生まれの方は20歳未満まで、定期予防接種を受
けることができます。

■長寿命化修繕計画策定事業 … 100万円
今後老朽化が見込まれる道路橋の修繕に対応するた
め、従来の事後的な修繕から予防的な修繕を行うため
の計画の策定を進め、橋梁の安全性・信頼性の確保に
努めます。

■滝川台19号線道路改良工事 … 956万円
滝川台とゆりが丘間のアクセス道路がなく、自主防災
や地域の交流推進、利便性の向上のために道路を新設
しました。

■交通安全対策工事 … 1,121万円
平成24年度に実施された通学路における緊急合同点検
の結果を踏まえ、児童の通学路の安全対策としてカラ
ー舗装等の整備工事を実施しました。

■米山新町線及び桜ヶ丘新町線整備工事 … 1億７,154万円
大型商業施設の出店に伴い、都市計画道路の米山新町
線及び桜ヶ丘新町線の2路線の新設工事を補助金や寄
附金を受けて行いました。

■住居表示整備事業 … 371万円
住居表示の未整備地区について、町名・街区番号・住
居番号を設置し、行政事務能率や住民サービス等の向
上を図りました。

■防災訓練事業 … 51万円
大規模な地震等の災害時における防災士及び消防団員
等の「知識・判断・行動」などの総合的な対応力を身に
つけることを目的として、机上における災害図上訓練
を実施しました。

■上牧第二小学校整備事業 … 6億2,901万円
上牧第二小学校の耐震化及び老朽化が著しい教室やト
イレ等の改修工事を行いました。

■文化財保護事業 … 1,189万円
平成24年度から3カ年計画で久渡古墳（松里園地区）の
発掘調査を実施しています。平成25年度は久渡2号古
墳の調査を実施し、現地説明会を開催しました。

■公共下水道事業 … 8,571万円
梅ヶ丘地区及び服部台地区・町道桜ヶ丘新町線の一部
において、面的整備工事を行いました。桜ヶ丘地区に
おいては、不良管路の長寿命化対策として、汚水管渠
改築工事を実施しました。

■配水管布設工事 … 2,474万円
公共下水道事業の進捗に併せて、梅ヶ丘地区及び服部
台地区の一部において、老朽化した配水管を更新しま
した。また、道路改良事業の進捗に併せて、滝川台・
ゆりが丘間の配水管を新たに接続し、両区域の相互融
通を強化しました。

土木費

消防費

教育費

下水道費

水道費

総務費

民生費

衛生費

平成25年度
主な取り組み



平
成
19
年
６
月
、
財
政
破
綻
を
未
然
に
防
ぐ
事
を
目
的
に

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」が
公
布

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
で
は
五
つ
の
財
政
指
標
が
設
け
ら
れ
、
こ
の
指

標
が
基
準
値
を
超
過
し
た
と
き
に
は
、
財
政
健
全
化
の
た
め

の
計
画
策
定
や
地
方
債
の
発
行
制
限
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

※①②については、実質赤字額と連結実質赤字額がないため「ー」で表示しています。

①実質赤字比率：一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示します。

②連結実質赤字比率：一般会計等だけでなく、国民健康保険事業、介護保険事業などの特別会

計や水道事業、下水道事業などの公営企業会計も含めた上牧町全体の赤字や黒字を合算し、

上牧町の赤字の程度を指標化し、地方公共団体運営の深刻度を示します。

③実質公債費比率：一般会計等の公債費（借金の返済額）だけでなく、公営企業会計などの公債

費に充てるための繰出金や葛城地区清掃事務組合、静香苑環境施設組合等に係る公債費に対す

る負担金なども含めた実質的な公債費の額の大きさを指標化し、資金繰りの危険度を示します。

④将来負担比率：地方公共団体の一般会計等の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のあ

る負担金などの現時点での残高の程度を指標化し、数値が大きくなるほど将来見込まれる負

担が大きく、将来の財政運営を圧迫する可能性の高さを示します。

※資金不足が生じていないため「ー」で表示しています。

・資金不足比率：公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較し

て指標化し、経営状態の深刻度を示します。

平
成
25
年
度

健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率

資金不足比率

健全化判断比率
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地
域
の
お
け
る
犯
罪
発
生
件
数
ゼ

ロ
と
、
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す「
犯

罪
ゼ
ロ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０
０
日
作

戦
」及
び「
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」

出
発
式
(西
和
地
区
防
犯
協
議
会
・
西

和
警
察
署
主
催
)が
９
月
23
日
(祝
)、

ア
ピ
タ
西
大
和
店
駐
車
場
(上
牧
町
さ

さ
ゆ
り
台
一
丁
目
)に
お
い
て
、
西
和

地
区
７
町
の
首
長
を
は
じ
め
、
地
域

の
防
犯
、
交
通
安
全
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
含
む
関
係
者
約
１
５
０
人
が
参

加
し
て
行
わ
れ
、
力
強
い
決
起
宣
言

の
あ
と
、
車
で
各
地
域
へ
と
パ
ト
ロ

ー
ル
に
出
発
さ
れ
ま
し
た
。
年
末
ま

で
の
１
０
０
日
間
、
啓
発
活
動
の
強

化
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
日
、
片
岡
台
、
桜
ヶ

丘
の
自
治
会
か
ら
な
る
防
犯
組
織「
西

大
和
６
自
治
会
連
絡
会
」主
催
に
よ
る

「
犯
罪
ゼ
ロ
、
１
０
０
日
運
動
」出
発

式
が
、
上
牧
第
二
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
住
民
へ

の
防
災
意
識
と
防
犯
力
向
上
を
図
る

目
的
で
実
施
さ
れ
て
今
年
で
13
回
を

数
え
る
こ
の
運
動
に
対
し
て
、
今
中

町
長
は
、「
何
も
し
な
い
で
安
全
、
安

心
は
な
い
、
み
な
さ
ん
で
協
力
し
て

作
っ
て
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
、
多
く
の
来
賓
、
関

係
者
が
見
送
る
な
か
、
地
域
内
へ
の

パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
発
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
一
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
の
実
現
を
目
指
し

危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
は
じ
め
と
す
る
薬
物
の
乱
用

が
全
国
各
地
で
広
が
り
を
見
せ
る
中
、
西
和
警
察

署
と
西
和
警
察
署
少
年
補
導
員
協
会
に
よ
る「
薬
物

乱
用
防
止
啓
発
活
動
」が
、
９
月
23
日
(祝
)、
ア
ピ

タ
西
大
和
店
(上
牧
町
さ
さ
ゆ
り
台
一
丁
目
)に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
活
動
に
は
、
県
内
の
大
学
生
か
ら

な
る
、
少
年
警
察
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
少
年
フ

ォ
ロ
ー
ズ
奈
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
」も
協
力
し
、
薬
物
乱
用
の

恐
ろ
し
さ
に
つ
い
て
チ
ラ
シ
を
配
布
し
な
が
ら
啓

発
し
ま
し
た
。
活
動
に
参
加
し
た
今
中
町
長
は
、「
町

と
し
て
も
積
極
的
に
乱
用
防
止
に
取
り
組
ん
で
行

き
た
い
」と
述
べ
、
ま
た
薬
物
乱
用
防
止
推
進
委
員

の
樋
口
豊
治
氏
は
、「
薬
物
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
、

友
人
な
ど
身
近
な
人
か
ら
す
す
め
ら
れ
、
い
つ
の

ま
に
か
染
ま
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
、

絶
対
に
誘
い
に
の
ら
な
い
こ
と
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
み
ん
な
で
築
こ
う
安
心
か
ん
ま
き
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
各
自
治
会
が
結
束
し
て
防
犯
活
動
を
実

施
す
る
、
上
牧
町
自
治
連
合
会
防
犯
活
動
出
発
式

が
、
９
月
28
日
、
役
場
前
に
お
い
て
、
町
内
の
自

治
会
長
を
は
じ
め
約
70
人
の
か
た
が
参
加
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
出
発
式
で
西
和
警
察
署
の
竹
田
昌

司
署
長
は
、「
小
さ
な
犯
罪
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中

で
、
こ
れ
が
大
き
な
犯
罪
に
な
ら
な
い
た
め
に
は

住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
」と
あ
い
さ
つ
。
最

後
に
自
治
会
相
互
の
結
束
と
士
気
を
高
め
る
た
め

「
エ
イ
エ
イ
オ
ー
」コ
ー
ル
を
挙
げ
、
各
地
域
の
防

犯
活
動
に
出
発
さ
れ
ま
し
た
。

薬
物
乱
用
、
本
当
の
怖
さ
を
知
っ
て

犯
罪
者
が
恐
れ
る
の
は
住
民
の
視
線
、
結
束
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長
寿
を
祝
う
上
牧
町
敬
老
の
日
の
式

典
が
９
月
15
日
２
０
０
０
年
会
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
今
年
は
町

内
で
長
寿
を
迎
え
ら
れ
た
92
人
の
か
た

の
中
か
ら
、
17
人
の
か
た
が
出
席
さ

れ
、
上
牧
町
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

式
典
で
今
中
町
長
は
、「
健
康
長
寿
を

心
掛
け
て
い
た
だ
き
、
何
か
一
つ
で
も

楽
し
み
を
も
っ
て
、
日
々
を
過
ご
し
て

く
だ
さ
い
」と
お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り

ま
し
た
。

式
典
の
あ
と
、
上
牧
町
シ
ル
バ
ー
ク

ラ
ブ
連
合
会
主
催
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
発

表
会
が
催
さ
れ
、
55
組
の
み
な
さ
ん
が

自
慢
の
の
ど
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
７
日
(火
)、
奈
良
県
立
西
和
養
護
学
校
高

等
部
の
２
年
生
と
３
年
生
の
生
徒
18
人
が
上
牧
町

第
二
町
民
体
育
館
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

卒
業
後
の
仕
事
の
時
間
的
な
流
れ
の
体
験
、

様
々
な
作
業
を
通
し
て
の
経
験
が
今
後
の
進
路
へ

の
可
能
性
を
広
げ
る
と
い
う
こ
と
を
目
的
に
、
ま

た
、
学
年
を
越
え
て
集
団
活
動
を
行
う
こ
と
で
の

人
間
関
係
を
学
ぶ
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
み
ん

な
で
協
力
を
し
て
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

祝
  米
寿
92
人
　
上
牧
町
敬
老
の
日

ー
賑
や
か
に
満
場
の
会
場
で
カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
ー

上
牧
第
二
町
民
体
育
館
の
清
掃
活
動

ー
西
和
養
護
学
校
高
等
部
ー

今
年
に
入
り
、
西
和
警
察
署
管
内
で
の
交

通
事
故
が
続
発
し
て
お
り
、
上
牧
町
で
も
今

年
７
月
ま
で
に
２
件
の
死
亡
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

上
牧
町
で
は
、
上
牧
中
学
校
、
上
牧
第
二

中
学
校
の
生
徒
が
作
製
し
た
看
板
を
、
交
通

安
全
母
の
会
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
設
置
す

る
と
と
も
に
、
町
内
各
所
で
交
通
事
故
に
対

す
る
注
意
を
呼
び
か
け
る
啓
発
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

歩
行
者
の
み
な
さ
ん
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み

な
さ
ん
、
過
信
し
な
い
で
安
全
確
認
を
し
っ

か
り
し
ま
し
ょ
う
! !

交
通
事
故
が
続
発
!!

記念品を贈呈
する今中町長

甘い声で
観客を魅了
ゲストの
越前次郎さん

舞と歌を
披露する
ゲストの
草笛四郎さん
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上
牧
町
第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画

策
定
委
員
募
集

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
及
び

自
立
支
援
給
付
等
の
円
滑
な
実
施
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
翌
年
度
か
ら

平
成
29
年
度
ま
で
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
の
必
要
な
量
の
見
込
み
を
算
定
す
る
障

が
い
福
祉
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員

２
名

▼
任
　
期

計
画
策
定
業
務
が
終
了
す
る
翌

年
３
月
ま
で

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
か
た

で
委
員
会
に
出
席
可
能
な
か
た
(会
議
は
２

回
程
度
）

▼
応
募
方
法

応
募
用
紙
に
住
所
、
名
前
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
作
文
(「
障
害
者

福
祉
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
８
０
０
字
以
内
)を
記
入
し
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
等
は
福
祉
課
窓
口

に
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
か
た
に
は
郵
送

も
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

▼
応
募
期
間

11
月
４
日
(火
)か
ら
26
日
(水
)

必
着

▼
応
募
先
・
問
合
先

〒
６
３
９
ー
０
２
９
３

上
牧
町
上
牧
３
３
５
０
　
福
祉
課

☎
76
ー
１
０
０
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
 76
ー
１
１
９
６

kanm
aki.fukushi@
tune.ocn.ne.jp

第
27
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
て

▼
と
　
き

12
月
14
日
(日
)午
前
８
時
か
ら

７
時
30
分
よ
り
受
付
(雨
天
の
場
合
21
日
(日
))

▼
と
こ
ろ

健
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
対
象
者

小
学
４
年
生
以
上
・
中
学
生
・

高
校
生
・
成
人

▼
コ
ー
ス

町
内
コ
ー
ス

◎
小
学
生
・
中
学
生
女
子
・
高
校
生
・
成
人

女
子
　
3.7
km

◎
中
学
生
・
高
校
生
・
成
人
男
子
　
5.4
km

※
交
通
事
情
に
よ
り
、
コ
ー
ス
や
距
離
数
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
受
付
期
間

11
月
29
日
(土
)ま
で

▼
問
合
先

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

(第
一
町
民
体
育
館
内
・
月
曜
休
館
日
)　
　
　
　
　
　
　
　

☎
78
ー
０
１
１
８

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」で
す
!!
(無
料
)

11
月
25
日
(火
)か
ら
12
月
１
日
(月
)は

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」で
す
。
地
域
社
会
で

被
害
者
を
支
え
る
と
共
に
、
地
域
が
一
丸

と
な
っ
て
犯
罪
と
対
決
す
る
気
運
を
高
め

「
安
全
・
安
心
の
街
づ
く
り
」を
実
現
す
る

た
め
、「
犯
罪
被
害
者
支
援
奈
良
県
民
の
つ

ど
い
」を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き

11
月
27
日
(木
)午
後
１
時
30
分

か
ら
４
時（
午
後
１
時
開
場
）

▼
と
こ
ろ

な
ら
ま
ち
セ
ン
タ
ー
市
民
ホ
ー
ル

▼
内
　
容

講
演
　
講
師
　
磯
谷
富
美
子
さ
ん

演
題「
闇
サ
イ
ト
殺
人
事
件
の
被
害
者
遺
族

と
な
っ
て
」・
奈
良
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

▼
問
合
先

奈
良
県
警
察
本
部
県
民
サ
ー
ビ

ス
課
犯
罪
被
害
者
支
援
室

☎
０
７
４
２
ー
23
ー
０
１
１
０

町
議
会
は
12
月
３
日
(水
)か
ら

第
４
回
上
牧
町
議
会
定
例
会
は
、
12
月

３
日（
水
)の
午
前
10
時
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

会
期
日
程
に
つ
い
て
は
12
月
１
日
(月
)

午
前
10
時
開
催
の
議
会
運
営
委
員
会
で
決

り
ま
す
。　

会
議
日
程
の
お
問
合
せ
は
議
会
事
務
局
へ

▼
問
合
先

議
会
事
務
局
　

☎
役
場
内
線
３
２
１
番

第
４
回
  上
牧
町
子
ど
も
子
育
て

会
議
開
催

上
牧
町
子
ど
も
子
育
て
会
議
を
公
開
形

式
で
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き

11
月
27
日
(木
)午
後
２
時
か
ら

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
会
議
室
２

▼
定
　
員

先
着
10
名
　

▼
受
　
付

10
分
前
よ
り
受
付
し
ま
す
。
希

望
者
多
数
の
場
合
、
受
付
を
終
了
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

福
祉
課
　
☎
役
場
内
線
１
４
６
番

町
内
巡
回
バ
ス
の
運
行

ペ
ガ
サ
ス
フ
ェ
ス
タ
期
間
中
の
11
月
１

日
(土
)か
ら
３
日
(月
・
祝
)は
町
内
巡
回
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
。
ペ
ガ
サ
ス
フ
ェ
ス
タ

に
お
越
し
の
際
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
通
常
時
刻
表
通
り
）

公
開
市
民
講
座
開
催
(無
料
)

北
葛
城
地
区
医
師
会
で
は
、
次
の
公
開

市
民
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
内
　
容

講
演「
見
た
目
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ

ン
グ
ー
シ
ミ
、
シ
ワ
、
タ
ル
ミ
と
ス
キ
ン

ケ
ア
ー
」

講
師
　
近
畿
大
学
医
学
部
奈
良
病
院
　
形

成
外
科
准
教
授
　
上
田
吉
生
さ
ん

▼
と
　
き

11
月
15
日（
土
)午
後
２
時
30
分

か
ら
３
時
30
分
ま
で

▼
と
こ
ろ

高
田
経
済
会
館
　
７
階
ホ
ー
ル

▼
定
　
員

先
着
80
名

▼
申
込
方
法

北
葛
城
地
区
医
師
会
へ
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

北
葛
城
地
区
医
師
会

☎
23
ー
２
４
３
１

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す
!!

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き

問
題
で
す
。

★
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
ー
０
６
４
ー
０
０
０

(電
話
は
地
域
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
)

連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

連
絡
者
・
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。

▼
問
合
先

福
祉
課
　
☎
役
場
内
線
１
４
６
番

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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翌
年
４
月
１
日
か
ら
軽
自
動

車
税
の
税
率
が
変
り
ま
す
。

地
方
税
法
改
正
に
伴
い
、
翌
年
４
月
１

日
か
ら
軽
自
動
車
税
の
税
率
が
変
り
ま

す
。
車
両
の
種
類
や
最
初
の
新
規
検
査
年

月
に
よ
っ
て
、
適
用
さ
れ
る
税
率
が
異
な

り
ま
す
。

登
録
さ
れ
て
い
る
次
の
車
種
の
車
両
全

て
に
新
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
１
　
現
行
税
率
は
、
翌
年
３
月
31
日
ま
で
に
最

初
の
新
規
検
査
を
受
け
た
車
両
で
、
新
規
検
査

か
ら
13
年
を
経
過
す
る
ま
で
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
２
　
新
税
率
は
、
翌
年
４
月
１
日
以
降
に
最

初
の
新
規
検
査
を
受
け
る
車
両
で
、
新
規
検

査
13
年
を
経
過
す
る
ま
で
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
３
　
重
課
税
率
は
翌
々
年
４
月
１
日
以
降
、
最

初
の
新
規
検
査
か
ら
13
年
を
経
過
し
た
環
境
負

荷
の
大
き
い
自
動
車
に
対
し
て
、
環
境
配
慮
型

税
制
(概
ね
20
％
増
税
)が
実
施
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
電
気
軽
自
動
車
・
天
然
ガ
ス
軽
自
動

車
・
メ
タ
ノ
ー
ル
軽
自
動
車
・
混
合
メ
タ
ノ
ー

ル
自
動
車
、
ガ
ソ
リ
ン
を
内
燃
焼
機
関
の
燃
料

と
し
て
用
い
る
電
気
併
用
軽
自
動
車
な
ら
び
に

被
け
ん
引
自
動
車
は
除
き
ま
す
。

▼
問
合
先

税
務
課
　
☎
役
場
内
線
１
４
７
番

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
の
ご
案
内

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
。

申
請
受
付
は
、
本
年
12
月
26
日
(金
)ま
で

で
す
。
申
請
期
間
を
過
ぎ
る
と
受
付
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
お
早
め
に
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

支
給
対
象
者
と
思
わ
れ
る
か
た
に
は
、

７
月
８
日
に
申
請
書
を
発
送
済
み
で
す
。

※
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
か
た
で
、
該

当
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
た
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て

▼
支
給
対
象
者

本
年
１
月
１
日
現
在
で
上

牧
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
か
た
で
、
本
年

度
分
の
住
民
税
(均
等
割
)が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
か
た

※
住
民
税
(均
等
割
)が
課
税
さ
れ
て
い
る
か

た
の
扶
養
親
族
や
、
生
活
保
護
受
給
者
の

か
た
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

▼
支
給
金
額

対
象
者
１
人
に
つ
き
１
０,
０
０
０
円

※
老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基

礎
年
金
等
及
び
、
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障

害
者
手
当
等
の
受
給
者
の
か
た
に
は
１
人
に

つ
き
５,
０
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼
提
出
書
類

申
請
書
・
本
人
確
認
書
類
・

指
定
口
座
が
確
認
で
き
る
書
類
(通
帳
や
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
）

※
本
人
確
認
書
類
は
対
象
者
全
員
の
書
類
が

必
要
で
す
。
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
運

転
免
許
証
、
旅
券
な
ど
(顔
写
真
付
き
身
分

証
明
証
)、
ま
た
は
、
健
康
保
険
証
、
診
察

券
、
預
金
通
帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、

年
金
手
帳
な
ど
か
ら
２
種
必
要
で
す
。

※
18
歳
未
満
の
か
た
に
つ
い
て
は
、
健
康
保

険
証
の
み

★
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
に
つ
い
て

▼
支
給
対
象
者

本
年
１
月
分
の
児
童
手
当

（
特
例
給
付
を
含
む
)を
受
給
さ
れ
て
い
る

か
た
で
、
昨
年
度
の
所
得
が
児
童
手
当
の

所
得
制
限
限
度
額
に
満
た
な
い
か
た

※
臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
や
生
活
保
護

受
給
者
の
か
た
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

▼
支
給
金
額

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
０,
０
０
０
円

▼
提
出
書
類

申
請
書
・
本
人
確
認
書
類
(住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
旅

券
な
ど
)・
指
定
口
座
が
確
認
で
き
る
書
類

(通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
）

※
児
童
手
当
受
取
口
座
を
指
定
し
た
場
合
は
、

本
人
確
認
書
類
・
指
定
口
座
の
確
認
書
類

は
不
要
。

▼
支
給
方
法

申
請
書
記
載
の
指
定
口
座
に

入
金
し
ま
す
。

※
申
請
か
ら
振
込
ま
で
１
～
２
カ
月
程
度
か

か
り
ま
す
。

※
受
付
後
の
審
査
に
よ
り
、
支
給
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

☆
公
務
員
の
か
た
の
場
合

公
務
員
の
か
た

は
、
職
場
か
ら
の
証
明
書
・
申
請
書
・
指

定
口
座
が
確
認
で
き
る
書
類
(通
帳
や
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
)を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

役
場
１
階「
臨
時
福
祉
給
付
金
・

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」窓
口
(福

祉
課
横
)

☎
78
ー
８
４
２
０
・
78
ー
８
４
３
０

★
給
付
を
装
っ
た「
振
り
込
め
詐
欺
」や

「
個
人
情
報
の
詐
取
」に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

三
輪
、
四
輪
に
つ
い
て
は
最
初
の
新
規
検

査
に
よ
り
、
現
行
税
率
、
新
税
率
、
重
課
税

率
(翌
々
年
４
月
１
日
か
ら
)の
い
ず
れ
か
の

税
率
に
な
り
ま
す
。
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上
牧
町
議
会
議
員
及
び
上
牧
町

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
報

の
発
行
に
関
す
る
条
例
を
制
定

し
ま
し
た

上
牧
町
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
本
年
９

月
５
日
の
上
牧
町
議
会
に「
上
牧
町
議
会

議
員
及
び
上
牧
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

挙
公
報
の
発
行
に
関
す
る
条
例
(案
）」を
上

程
し
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
同
月
29

日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

来
春
に
予
定
さ
れ
て
い
る
町
議
会
議
員

選
挙
か
ら
こ
の
条
例
に
基
づ
く
選
挙
公
報

を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
趣
　
旨

本
町
の
選
挙
(町
議
会
議
員
選
挙

及
び
町
長
選
挙
)に
つ
い
て
、「
立
候
補
者
の

政
策
、
考
え
が
よ
く
分
か
ら
な
い
、
ど
の

よ
う
な
主
張
を
し
立
候
補
し
て
い
る
の
か

分
か
ら
な
い
」と
の
声
が
多
く
な
っ
て
い
る

中
、
選
挙
公
報
は
、
候
補
者
が
政
策
を
広

く
有
権
者
に
示
す
こ
と
が
で
き
、
一
方
、

有
権
者
は
候
補
者
の
政
策
を
公
平
に
比
較

で
き
る
有
効
な
広
報
手
段
で
す
。
ま
た
、

選
挙
公
報
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
り
選
挙

へ
の
関
心
を
高
め
、
投
票
率
の
向
上
に
も

繋
が
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

▼
配
布
方
法

選
挙
公
報
の
配
布
に
関
し
て

は
、
配
布
に
か
か
る
時
間
と
費
用
コ
ス
ト
等

を
勘
案
し
、
有
効
か
つ
、
効
率
的
な
配
布
方

法
を
検
討
し
ま
す
。
な
お
、
配
布
を
補
完
す

る
方
法
と
し
て
、
町
役
場
及
び
出
張
所
の
窓

口
等
に
選
挙
公
報
を
備
え
付
け
、
有
権
者
が

容
易
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

（
参
考
）

・
選
挙
公
報
は
、
国
政
・
知
事
選
挙
に
つ
い

て
は
す
で
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他

の
選
挙
に
つ
い
て
は
都
道
府
県
、
市
町
村

滝
川
の
活
性
化
に
関
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

～
み
ん
な
で
考
え
よ
う
滝
川
の
未
来
に
つ
い
て
～

町
内
に
流
れ
る
滝
川
の
未
来
に
つ
い
て
、

一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
？
み
な
さ
ん
の
ご

参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
参
加
無
料
。

▼
と
　
き

11
月
22
日
(土
)午
前
９
時
40
分

か
ら
12
時

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
多
目
的
室

▼
内
　
容
　

【
第
１
部
】基
調
講
演
　

講
師
　
神
吉
優
美
さ
ん
(奈
良
県
立
大
学
地

域
創
造
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
コ

モ
ン
ズ
准
教
授
)

テ
ー
マ「
合
意
形
成
に
求
め
ら
れ
る
住
民
参
加
」

【
第
２
部
】パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

今
中
町
長
や
沿
川
自
治
会
代
表
な
ど
が

参
加
す
る
滝
川
の
未
来
を
テ
ー
マ
に
し
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

▼
問
合
先

政
策
調
整
課
　
☎
役
場
内
線
２
３
８
番

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
会

☎
43
ー
９
７
８
０

上
牧
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
公
募

型
補
助
金
の
交
付
団
体
が
決
定

本
年
度
の
上
牧
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

公
募
型
補
助
金
交
付
団
体
が
、
上
牧
町
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
公
募
型
補
助
金
審
査
判

定
委
員
会
に
よ
る
審
査
・
判
定
を
経
て
、

次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

【
事
業
名
】ま
ち
づ
く
り
に
係
わ
る
支
援
事
業

（
み
ん
な
で
ま
ち
歩
き
）

【
団
体
名
】特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
楽
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
会
 

【
事
業
概
要
】ま
ち
歩
き
を
通
し
て
、
住
民
の

身
近
で
関
心
の
高
い
課
題
で
あ
る
安
心
・

安
全
を
担
保
す
る
た
め
、
町
道
等
の
道
路

幅
・
勾
配
・
死
角
並
び
に
歩
道
の
安
全
性

等
の
観
点
か
ら
、
町
の
現
状
と
課
題
の
抽

出
及
び
整
理
を
行
う
。
(実
施
地
区
：
南
上

牧
、
松
里
園
地
区
)

【
事
業
費
】６
０
０,
０
０
０
円
(う
ち
補
助
対

象
経
費
　
６
０
０,
０
０
０
円
) 

【
補
助
金
交
付
決
定
額
】３
０
０,
０
０
０
円

【
事
業
名
】災
害
避
難
所
開
設
訓
練
・
子
ど
も

サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
実
施
事
業

【
団
体
名
】災
害
避
難
所
開
設
訓
練
実
行
委
員
会
　

【
事
業
概
要
】上
牧
第
二
小
学
校
ほ
か
に
お
い

て
、
大
規
模
災
害
に
備
え
、
有
事
の
際
に

必
要
な
知
識
や
経
験
を
地
域
の
子
供
た
ち

が
大
人
と
一
緒
に
学
ぶ
た
め
の
災
害
避
難

所
開
設
訓
練
を
実
施
す
る
。
次
年
度
以
降

は
、
上
牧
小
学
校
、
上
牧
第
三
小
学
校
に

お
け
る
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

【
事
業
費
】３
０
０,
０
０
０
円
(う
ち
補
助
対

象
経
費
　
２
９
０,
０
０
０
円
) 

【
補
助
金
交
付
決
定
額
】１
４
５,
０
０
０
円

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）に
よ
る
全
国
一
斉

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

Ｊ
ー
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
と
は
、
地
震
や
武
力

攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
、
国
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
緊
急
情
報
を
人
工
衛
星
な
ど
を
活

用
し
て
瞬
時
に
情
報
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
訓
練
情
報
を
配
信
し
、
防
災
行
政

無
線
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
自
動
的
に
配
信
(放

送
)さ
れ
る
訓
練
で
す
。

▼
と
　
き

11
月
28
日
(金
)午
前
11
時

▼
放
送
内
容

（
上
が
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
)

↓

「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
」

☓

３
回

↓

「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い

か
ん
ま
き
ち
ょ
う
や
く
ば
で
す
」

↓

(下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）

▼
問
合
先

総
務
課
　
☎
役
場
内
線
２
２
５
番

の
任
意
と
さ
れ
、
発
行
す
る
場
合
は
、
条

例
で
そ
の
手
続
き
を
定
め
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
(公
職
選
挙
法
第
１
６
７
条
、

第
１
７
２
条
の
２
)

・
内
容
的
に
は
、
原
則
自
由
で
す
が
、
虚
偽
、

利
害
誘
導
、
法
令
に
触
れ
る
内
容
は
禁
止

さ
れ
て
お
り
、
紙
面
の
大
き
さ
、
字
数
の

制
限
、
図
や
イ
ラ
ス
ト
掲
載
な
ど
は
、
条

例
で
定
め
ま
す
。

▼
問
合
先

上
牧
町
選
挙
管
理
委
員
会
(総
務

課
内
)　
☎
役
場
内
線
２
０
８
番

ペ
ガ
サ
ス
フ
ェ
ス
タ
で
試
食
配
布

ペ
ガ
サ
ス
フ
ェ
ス
タ
で
試
食
の
無
料
配

布
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き

11
月
３
日
(祝
)午
前
11
時
か
ら

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
調
理
実
習
室

▼
内
　
容

鶏
肉
と
た
け
の
こ
の
炊
き
込
み

ご
飯
・
ひ
じ
き
サ
ラ
ダ
　
２
０
０
食
分
(な

く
な
り
次
第
終
了
)

★
家
庭
の
み
そ
汁
塩
分
測
定
も
同
時
に
実
施
。
み

そ
汁
(具
な
し
)を
50
cc
程
度
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
減
塩
に
興
味
が
あ
る
か
た
、
血
圧
が
気
に

な
る
か
た
な
ど
、
測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課
　

☎
79
ー
２
０
２
０
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一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
へ
の

防
火
訪
問
を
行
い
ま
す

西
和
消
防
署
で
は
、
秋
季
火
災
予
防
運

動（
11
月
９
日
(日
)か
ら
15
日
(土
)ま
で
)の

行
事
の
一
環
と
し
て
、「
75
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
宅
へ
の
防
火
訪
問
」を
行
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
、
ま

た
火
の
取
り
扱
い
の
注
意
や
暖
房
機
器
の

確
認
な
ど
を
通
し
て
、
み
な
さ
ん
と
ふ
れ

合
う
な
か
で
防
火
意
識
を
高
め
て
い
た
だ

こ
う
と
思
い
ま
す
。

＊
訪
問
職
員
は「
消
防
公
務
証
」を
携
帯
し
て

い
ま
す
。
不
審
な
場
合
は
提
示
を
求
め
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

西
和
消
防
署
　
☎
73
ー
１
０
０
１

(内
線
２
３
１
・
２
５
２
)

「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
将
来
を
考
え
て

み
よ
う
!!
」公
開
講
座
開
催
(無
料
)

お
と
な
の
学
び
の
場
を
提
供
し
て
い
る

奈
良
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
大
学
が
第
２
回
公
開

講
座
を
開
催
。
地
域
の
活
性
化
、
特
に
西

大
和
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
活
性
化
に
つ
い

て
、
講
義
・
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま

す
。
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

(資
料
代
、
５
０
０
円
の
み
必
要
)

▼
と
　
き

11
月
８
日
(土
)午
後
１
時
30
分

か
ら
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ

河
合
町
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル

▼
申
込
先
・
問
合
先

奈
良
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
大

学
事
務
局
　
東
光
政
　
☎
０
９
０
ー
３
２
８

５
ー
４
１
８
４
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
 73
ー
９
７
５
３

第
２
回
い
き
い
き
会
開
催

皆
さ
ん
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
い
き
い
き
会
を
開
催
し
ま

す
。
多
数
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
　
き

11
月
13
日
(木
)正
午
か
ら

▼
内
　
容

お
食
事
会
と
カ
ラ
オ
ケ
大
会

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
多
目
的
室

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
か
た

▼
費
　
用

１,
０
０
０
円

▼
申
込
方
法

11
月
７
日
(金
)ま
で
に
、
生

き
活
き
対
策
課
へ
参
加
費
を
添
え
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
会

員
は
地
区
会
長
へ
参
加
費
を
添
え
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

☎
79
ー
２
０
２
０

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」開
設
(無
料
)

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
を
は
じ

め
と
し
て
職
場
な
ど
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
・
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、

女
性
の
人
権
に
関
わ
る
問
題
全
般
に
つ
い

て
人
権
擁
護
委
員
が
次
の
と
お
り
秘
密
厳

守
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
　
き

11
月
17
日
(月
)か
ら
23
日
(日
)ま

で
の
平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

ま
で
と
土
・
日
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で

▼
対
　
象

県
内
在
住
の
女
性

▼
相
談
員

奈
良
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

人
権
擁
護
委
員

▼
全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

☎
０
５
７
０
ー
０
７
０
ー
８
１
０（
全
国
共

通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

救
急
救
命
講
習
会
を
開
催

い
つ
・
ど
こ
で
突
然
の
け
が
や
病
気
に

お
そ
わ
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
病
院
に

行
く
ま
で
に
応
急
手
当
を
す
る
こ
と
で
け

が
や
病
気
の
悪
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
命
の
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
、

一
人
で
も
多
く
の
か
た
が
勇
気
を
も
っ
て

行
動
に
移
し
救
命
の
第
１
走
者
と
し
て
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き

12
月
１
日
(月
)午
後
１
時
30
分

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
多
目
的
室
　

▼
講
　
師

西
和
消
防
組
合
南
分
署
　

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
シ
ニ
ア
の
か
た

▼
申
込
方
法

11
月
21
日
(金
)ま
で
に
生
き

活
き
対
策
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
は
地
区
ク
ラ
ブ
会

長
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

☎
79
ー
２
０
２
０

「
聞
こ
え
の
相
談
会
」開
催
(無
料
)

県
内
１
万
人
以
上
の
補
聴
器
使
用
の
か

た
が
た
に
は
補
聴
器
相
談
会
を
、
ま
た
、

聞
こ
え
の
程
度
が
重
く
補
聴
器
で
は
十
分

な
効
果
が
得
ら
れ
な
い
重
度
聴
覚
障
害
の

か
た
が
た
に
は
人
工
内
耳
説
明
会
を
同
時

に
開
催
(申
込
不
要
)

▼
と
　
き

11
月
23
日
(祝
)午
後
１
時
か
ら

４
時

▼
と
こ
ろ

奈
良
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

５
階
研
修
室
Ｃ

▼
内
　
容

☆
講
演
　「
聞
こ
え
の
改
善
・
補
聴
器
と
人
工

内
耳
」(奈
良
県
立
医
科
大
学
　
耳
鼻
咽
喉

科
助
教
授
　
西
村
忠
己
さ
ん
)

☆
体
験
発
表
(予
定
)　
補
聴
器
・
人
工
内
耳

装
着
者

☆
個
別
相
談
　
　

▼
協
　
力

奈
良
県
中
途
失
聴
・
難
聴
者
協
会

▼
主
催
・
問
合
先

奈
良
県
聴
覚
障
害
者
支

援
セ
ン
タ
ー
(奈
良
県
委
託
事
業
)

☎
０
７
４
４
ー
21
ー
７
８
８
０

「
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
就
職
面
接
会
」

開
催県

下
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
就
職
を

希
望
す
る
障
害
の
あ
る
か
た
を
対
象
と
し

た
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

《
北
和
会
場
》11
月
12
日
(水
)午
後
１
時
か
ら

３
時
30
分
ま
で
・
な
ら
１
０
０
年
会
館
　

《
中
南
和
会
場
》11
月
19
日
(水
)午
後
１
時
か

ら
３
時
30
分
ま
で
・
奈
良
県
産
業
会
館

▼
参
加
方
法
　
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま

た
は
精
神
保
健
福
祉
手
帳
と
履
歴
書
(３
通

程
度
)と
筆
記
用
具
を
持
参
の
う
え
、
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
参
加
企
業
や
詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

奈
良
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
対

策
課
　
高
齢
・
障
害
者
雇
用
対
策
係
(担
当
：

中
垣
)　
☎
０
７
４
２
ー
32
ー
０
２
０
９

「
年
金
の
日
」・「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」

11
(い
い
)月
30
(み
ら
い
)日
は
年
金
の
日
で
す
！

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額

を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認

で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
に

つ
い
て
、
年
金
記
録
を
基
に
様
々
な
パ
タ
ー

ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」に
つ
い
て
は
、
日

本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
大
和
高
田
年
金
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

大
和
高
田
年
金
事
務
所
　

☎
22
ー
３
５
３
１
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始
ま
り
ま
す
！
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

本
年
８
月「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」を
は
じ
め
と
す
る
３
つ
の
法
律
が
新
し
く
成
立
し
ま

し
た
。
こ
の
法
律
と
関
連
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
、
幼
児
期
の
学
校
・
保
育
、
地
域
の
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
を
充
実
す
る
た
め
、
翌
年
４
月
か
ら「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度
」が
始
ま

る
予
定
で
す
。

新
制
度
の
開
始
に
伴
い
、
保
育
園
な
ど
の
申
し
込
み
方
法
や
利
用
方
法
が
次
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

幼
稚
園
や
保
育
園
(所
)を
利
用
す
る
に
は
、
新
た
に
認
定
の
申
請
が
必
要
で
す
。

１
号
認
定
　
　
お
子
さ
ん
が
、
満
３
歳
以
上
で
教
育
を
希
望
す
る
場
合

２
号
認
定
　
　
お
子
さ
ん
が
、
満
３
歳
以
上
で
保
育
を
必
要
と
し
、
保
育
園
な
ど
で
保
育
を

希
望
す
る
場
合

３
号
認
定
　
　
お
子
さ
ん
が
、
満
３
歳
未
満
で
保
育
を
必
要
と
し
、
保
育
園
な
ど
で
保
育
を

希
望
す
る
場
合

来
年
度
入
所
の
保
育
園
児
募
集

来
年
度
の
保
育
所
入
所
園
児
を
募
集
し

ま
す
。

▼
入
所
基
準

保
育
所
へ
入
所
で
き
る
基
準

は
、
児
童
の
保
護
者
(同
居
の
親
族
)が
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
児

童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
よ
り
ま
す
。

☆
１
ヶ
月
に
お
い
て
、
64
時
間
以
上
労
働
す

る
こ
と
を
常
態
と
す
る
こ
と

☆
母
親
が
妊
娠
中
か
出
産
後
間
も
な
い
こ
と

☆
疾
病
に
か
か
り
、
も
し
く
は
負
傷
し
、
精

神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
を
有
し
て
い
る

こ
と

☆
同
居
の
親
族
(長
期
入
院
な
ど
を
し
て
い
る

親
族
を
含
む
)を
常
時
介
護
、
看
護
し
て
い

る
こ
と

☆
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
の

復
旧
に
当
っ
て
い
る
こ
と

☆
求
職
活
動
(起
業
の
準
備
を
含
む
)を
継
続

的
に
行
っ
て
い
る
こ
と

☆
就
学
(職
業
訓
練
を
含
む
)

☆
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
な
ど
、

社
会
的
養
護
が
必
要
な
場
合

☆
育
児
休
業
取
得
時
に
、
す
で
に
保
育
を
利

用
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
、
継
続
利
用

が
必
要
で
あ
る
こ
と

☆
そ
の
他
、
町
長
が
定
め
る
事
由

※
年
度
途
中
で
も
、
福
祉
課
に
て
随
時
受
付

を
し
て
い
ま
す
。
定
員
に
余
裕
の
あ
る
場

合
は
、
入
所
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

上
牧
町
臨
時
職
員
募
集

上
牧
町
学
童
保
育
所
で
臨
時
職
員
(パ
ー

ト
指
導
員
)を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
人
員

１
名

▼
募
集
対
象

昭
和
44
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
で
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
ま
た
は
教

員
資
格
を
持
つ
か
た

▼
勤
務
条
件

土
曜
日
も
勤
務
で
き
る
か
た

▼
採
用
期
間

６
か
月
毎
の
期
間
で
更
新
が

あ
り
ま
す
。

▼
賃
　
金

時
給
　
８
３
０
円
(雇
用
保
険
制

度
あ
り
）

▼
勤
務
時
間

平
日
の
放
課
後
か
ら
午
後
６

時
ま
で
と
、
土
曜
日
、
学
校
休
業
日
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
６
時
ま
で
(た
だ

し
、
春
・
夏
・
冬
期
休
業
日
は
午
前
８
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で
）

▼
休
　
日

日
曜
日
・
祝
日

▼
募
集
期
間

随
時
受
付
を
行
い
ま
す
。

▼
申
込
方
法

市
販
の
履
歴
書
(写
真
貼
付
)

に
記
入
の
う
え
、
資
格
証
の
写
し
を
添
付

し
、
福
祉
課
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
選
　
考

面
接
(日
時
は
後
日
連
絡
)に
よ

り
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。

▼
問
合
先

福
祉
課
　
☎
役
場
内
線
１
４
６
番

▼
対
　
象

本
年
９
月
30
日
以
前
に
生
れ
た

乳
幼
児
(西
大
和
黎
明
保
育
園
・
や
ま
び
こ

保
育
園
で
は
生
後
３
か
月
よ
り
）

▼
募
　
集

各
年
齢
若
干
名
(保
育
所
に
よ
り

人
数
が
異
な
り
ま
す
）

▼
受
付
期
間

11
月
４
日
(火
)か
ら
28
日
(金
)

ま
で

▼
問
合
先

福
祉
課
　
☎
役
場
内
線
１
４
４
番

※
上
牧
町
は
、
町
立
幼
稚
園
の
み
１
号
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

※
幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど
の
手
続
き
は
、
こ
れ
ま
で
と
時
期
や
流
れ
が
大
き
く
異
な
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
先

福
祉
課
　
児
童
家
庭
係
　
☎
役
場
内
線
１
４
４
番

教
育
総
務
課
　
☎
役
場
内
線
１
３
４
番

募
　
　
集

募
　
　
集

保育園などでの
保育希望の場合

市町村に『保育の必要性』
の認定を申請します

市町村から認定証が交付
されます

２号・３号認定

保育園などの利用希望の
申し込みをします

申請者の希望、保育園な
どの状況などにより市町
村が利用調整します

利用先の決定後、契約と
なります

↓

↓

↓

↓

↓

幼稚園などを
利用希望の場合

幼稚園などに直接利用申
し込みをします

幼稚園などから入園の内
定を受けます

幼稚園などを通じて利用
のための認定を申請しま
す

幼稚園などを通じて市町
村から認定証が交付され
ます　　　　１号認定

幼稚園などと契約をしま
す

↓

↓

↓

↓

↓



13
かんまき 2014.11.

上
牧
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
教
室
参
加
者
募
集

☆
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
　

▼
と
　
き

11
月
29
日
(土
)午
前
９
時
か
ら

12
時
　

▼
と
こ
ろ

上
牧
中
学
校
体
育
館

▼
対
象
者

町
内
在
住
小
学
生
以
上
男
女

▼
募
　
集

小
学
生
チ
ー
ム
・
一
般
チ
ー
ム

(中
学
生
以
上
・
男
女
混
合
可
)　
各
６
チ

ー
ム
(１
チ
ー
ム
　
５
人
制
)

▼
持
ち
物

運
動
の
で
き
る
服
装
・
タ
オ

ル
・
飲
料
水
・
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

▼
受
講
料

２
０
０
円
(保
険
料
)

☆
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
教
室
　

▼
と
　
き

11
月
29
日
(土
)午
前
10
時
か
ら

12
時
　

▼
と
こ
ろ

上
牧
中
学
校
体
育
館

▼
対
象
者

町
内
在
住
小
学
生
　
30
名

▼
内
　
容

専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

よ
る
楽
し
い
ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
指
導

▼
持
ち
物

運
動
の
で
き
る
服
装
・
タ
オ

ル
・
飲
料
水
・
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

▼
受
講
料

２
０
０
円
(保
険
料
)

▼
申
込
方
法

11
月
４
日
(火
)か
ら
27
日
(木
）

ま
で
の
間
に
、
上
牧
第
二
町
民
体
育
館
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
第
10
回
市
町
村
対
抗
子
ど
も
駅
伝
大
会
参

加
を
目
指
す
練
習
生
募
集

長
距
離
を
速
く
走
る
た
め
の
練
習
を
行

い
、
仲
間
意
識
の
向
上
、
交
流
を
は
か
り

な
が
ら
強
化
選
手
を
育
成
し
、
駅
伝
大
会

の
初
入
賞
を
目
指
す
。

▼
対
象
者

町
内
在
住
小
学
４
・
５
・
６
年
生

▼
登
録
方
法

上
牧
第
二
体
育
館
で
参
加
登
録

を
し
、
練
習
説
明
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。　

自
衛
官
等
募
集
案
内

次
の
自
衛
官
等
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

☆
自
衛
官
候
補
生

▼
応
募
資
格

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
か
た

▼
受
付
期
間
《
男
子
》年
間
を
通
じ
て

▼
試
験
日
《
男
子
》２
次
募
集
：
11
月
中
旬

☆
高
等
工
科
学
校
生
徒

▼
応
募
資
格

《
推
薦
》翌
年
４
月
１
日
現
在
、
男
子
で
中
卒

(見
込
含
)17
歳
未
満
の
成
績
優
秀
か
つ
生

徒
会
活
動
に
顕
著
な
実
績
を
納
め
、
学
校

長
が
推
薦
で
き
る
か
た

《
一
般
》翌
年
４
月
１
日
現
在
、
男
子
で
中
卒

(見
込
含
)17
歳
未
満
の
か
た

▼
受
付
期
間

《
推
薦
》11
月
１
日
(土
)か
ら
12
月
５
日
(金
)ま

で
《
一
般
》11
月
１
日
(土
)か
ら
翌
年
１
月
９
日

(金
)ま
で

▼
試
験
日

《
推
薦
》翌
年
１
月
10
日
(土
)か
ら
12
日
(月
)ま

で
の
指
定
す
る
１
日

《
一
般
》

１
次
試
験

翌
年
１
月
24
日
(土
)

２
次
試
験

翌
年
２
月
５
日
(木
)か
ら
８

日
(日
)ま
で
の
指
定
す
る
１
日

高
齢
者
体
力
測
定
参
加
者
募
集

健
康
上
牧
21
計
画
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
で

は
、
高
齢
者
の
体
力
測
定
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
　
き

11
月
27
日
(木
)午
後
１
時
30
分

か
ら
(午
後
１
時
か
ら
受
付
・
雨
天
決
行
)

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
多
目
的
室

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
シ
ニ
ア
の
か
た

▼
測
定
種
目

握
力
・
長
座
体
前
屈
・
上
体

脳
の
健
康
教
室
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

今
年
も
脳
の
健
康
教
室
を
開
催
し
、
教

室
の
一
環
と
し
て
折
り
紙
や
手
芸
な
ど
を

受
講
者
の
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
教
室
は
11
月
で
終
了
と
な
り

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
交
流
の
場
を
今
後

も
提
供
し
た
い
と
思
い
サ
ロ
ン
を
実
施
し

ま
す
。
折
り
紙
や
手
芸
な
ど
に
興
味
が
あ

る
か
た
、
サ
ロ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活

躍
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
詳
細
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き

12
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
毎

月
２
回
程
度
　
　
　
　

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
会
館
　
保
健
指
導
室

▼
対
象
者

折
り
紙
や
手
芸
な
ど
に
興
味
が

あ
り
、
参
加
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た

だ
け
る
か
た

▼
申
込
方
法

11
月
５
日
(水
)午
前
８
時
30

分
か
ら
電
話
か
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
(生
き

活
き
対
策
課
内
)　
☎
79
ー
２
０
２
０

▼
問
合
先

上
牧
第
二
体
育
館
(月
曜
休
館
)

☎
73
ー
８
８
９
６
　
上
牧
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
　
ク
ラ

ブ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
　
竹
之
内
　
☎
０
９
０
ー

６
５
５
７
ー
０
７
０
１

☆
幹
部
候
補
生

▼
応
募
資
格

翌
々
年
４
月
１
日
現
在
、

・
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
か
た

・
20
歳
以
上
22
歳
未
満
で
大
学
卒
(見
込
含

む
、
短
大
は
除
く
)、
ま
た
は
、
外
国
に
お

け
る
学
校
を
卒
業
し
た
場
合
で
、
大
学
卒

に
相
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
か
た

・
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
修
士
課
程
修
了
者

な
ど
(見
込
含
む
)

▼
受
付
期
間

翌
年
２
月
上
旬
か
ら
４
月
下
旬

▼
試
験
日

１
次
試
験
　
翌
年
５
月
上
旬
：
筆
記
試
験

２
次
試
験
　
翌
年
６
月
中
旬
：
小
論
文
・

口
述
試
験
・
身
体
検
査

☆
予
備
自
衛
官
補

▼
応
募
資
格

翌
年
７
月
１
日
現
在
、

・
一
般
公
募
　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
か
た

・
技
能
公
募
　
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格

な
ど
を
有
す
る
か
た
(資
格
に
よ
り
年
齢
制

限
の
上
限
が
異
な
り
ま
す
)

▼
受
付
期
間

翌
年
１
月
上
旬
か
ら
４
月
上
旬

▼
試
験
日

翌
年
４
月
中
旬

▼
問
合
先

自
衛
隊
橿
原
地
域
事
務
所

☎
０
７
４
４
ー
29
ー
９
０
６
０

★
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/nara

お
こ
し
・
開
眼
片
足
立
ち
・
10
ｍ
障
害
物

歩
行
・
６
分
間
歩
行

▼
申
込
方
法

11
月
14
日
(金
)ま
で
に
、
生

き
活
き
対
策
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
は
地
区
ク
ラ

ブ
会
長
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
参
加
さ
れ
体
力
測
定
表
を
お
持
ち
の

か
た
は
、
本
年
度
の
記
録
を
記
載
し
ま
す

の
で
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

☎
79
ー
２
０
２
０
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インフルエンザは、毎年流行を繰り返す感染
症の一つです。日本では、毎年約１千万人のか
たが感染しています。一般的なかぜと違って肺
炎などを合併して重症化しやすくなるので、早
めの予防対策が必要です。このインフルエンザ
に負けない適切な予防法を身につけましょう。

Q．インフルエンザとはどんな病気ですか？
インフルエンザウイルスの感染により、突然

の高熱(38℃以上)と全身のだるさ、筋肉痛など
の全身症状が現れることが特徴です。通常、高
熱が数日続き１週間程度で回復します。

インフルエンザは、その年により流行の程度
に差がありますが11月から12月に始まり、翌
年の１月から３月ごろの間に患者が増えます。

Q．インフルエンザにかからないためにはどう
すればよいですか？

①うがいや手洗いをしましょう。
②バランスの良い食事と、十分な休養をとり、
疲労を避けましょう。

③室内の湿度を50〜60％に保ちましょう。
④インフルエンザシーズン時、人ごみへの外出
はできるだけ控えましょう。もし外出すると
きはマスクを着用するとよいでしょう。

⑤インフルエンザシーズン前にワクチン接種を
受けることが、予防の基礎です。

Q．インフルエンザにかかったら、どのように
すればいいですか？

①水分を十分にとりましょう。
②安静にし、十分な休養をとりましょう。
学校や職場は休みましょう。

③早めに医療機関を受診して治療を受けましょ
う。

④周りのかたへうつさないために、マスクをつ
けましょう(咳エチケット)。

※咳エチケットとは…
せき・くしゃみの際はティッシュなどで口と

鼻を押さえ、他の人から顔をそむけ１ｍ以上離
れるようにしましょう。また、鼻水・痰などを
含んだティッシュをすぐに蓋付きのごみ箱に捨
てられる環境をつくりましょう。

ワクチンの接種を検討しましょう
予防の基礎はインフルエンザシーズン前にワ

クチン接種を受けることとお伝えしましたが、
予防接種をすることでインフルエンザにかかり
にくく、重症化を防ぐ効果があるとされていま
す。特に抵抗力の弱い子どもや高齢者、心臓・
肺に病気をもつかたは早めに接種することが望
ましいと考えられています。

上牧町では住民登録があり接種を希望する満
65歳以上のかたにインフルエンザの予防接種
の助成をしています。また、高齢者用肺炎球菌
ワクチンの助成も行っています。詳しくは生き
活き対策課までお問合わせください。10月号
広報またはホームページでもご案内しています
のでご覧ください。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
負
け
な
い
た
め
に
●

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
講
習

参
加
者
募
集

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を
使
っ
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。

高
さ
は
約
50
cm
で
す
。
す
こ
や
か
サ

ポ
ー
タ
ー
が
指
導
し
ま
す
。

▼
と
　
き

11
月
17
日
(月
)・
18
日
(火
)

午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時
頃
ま
で

※
両
日
と
も
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
こ
ろ

ア
ピ
タ
西
大
和
　
さ
さ
ゆ
り

ル
ー
ム

▼
定
　
員

先
着
20
名

▼
参
加
費

３
０
０
円

▼
持
ち
物

は
さ
み
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
30

cm
さ
し
、
鉛
筆
、
洗
濯
は
さ
み
(小
)10

個
以
上

▼
申
込
方
法

11
月
５
日
(水
)午
前
８
時

30
分
か
ら
電
話
か
生
き
活
き
対
策
課
窓

口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

認

知

症

相

談

身
近
に
よ
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た「
認
知
症
」。
85
歳
以
上
の
４
人

に
１
人
は
発
症
す
る
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
人
は
も
と
よ
り
、
家
族

な
ど
側
で
み
て
い
る
人
が
悩
む
こ
と

も
多
い
病
気
で
す
。
人
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
症
状
が
あ
る
た
め
わ
か
り

に
く
い
病
気
で
も
あ
り
ま
す
。
気
軽

に
専
門
家
の
か
た
に
相
談
で
き
る
よ



15
かんまき 2014.11.

う
に
相
談
室
を
開
設
し
ま
す
。
お
悩

み
の
か
た
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き

11
月
26
日
(水
)午
後
１
時
30

分
か
ら
３
時
30
分
(毎
月
第
４
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
開
催
)

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
相
談
室

▼
申
込
方
法

電
話
か
生
き
活
き
対
策
課
窓

口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
当
日
で
も

相
談
で
き
ま
す
が
、
お
待
ち
い
た
だ
く
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

参
加
者
募
集

上
牧
町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、

健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
て「
シ
ル
バ

ー
連
合
第
３
回
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
大

会
」を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き

11
月
20
日
(木
)午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
(雨
天
順
延
・
11
月

21
日
(金
)）

▼
と
こ
ろ

馬
見
丘
陵
公
園

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
か
た

▼
参
加
費

２
０
０
円

▼
競
技
内
容

男
女
混
合
４
名
で
編
成
し

た
チ
ー
ム
全
員
の
得
点
を
競
う
団
体
競

技
と
し
、
約
４
km
程
度
の
コ
ー
ス
を
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
。
途
中
、
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー

ム
ポ
イ
ン
ト
を
通
過
し
、
そ
の
得
点
と

所
用
タ
イ
ム
の
得
点
に
よ
り
順
位
を
決

定
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

11
月
10
日
(月
)ま
で
に
、
生

き
活
き
対
策
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
は
地
区

ク
ラ
ブ
会
長
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

●問合先：生き活き対策課 ☎79ー2020  
●ところ：2000年会館内（保健福祉センター）

したいなど
ところ：アピタ１階　ささゆりルーム

かいご相談
と　き：11月12日（水）
午前10時から11時30分

：11月20日（木）
午後１時30分から３時

内　容：介護に関する総合相談
ところ：アピタ１階　ささゆりルーム

★妊婦さん集まれ！
２回開催【要予約】

とき・内容：11月28日(金)
午後１時30分から３時まで
妊婦同士の交流会、栄養のお話
12月９日(火) 午後１時30分か
ら３時まで　助産師のお話

対象者：妊婦
持参品：母子健康手帳

対象者には個人通知します。
★乳児（３・10か月児）健康診査
３か月児
と　き：11月13日（木)
午後１時から１時30分まで受付

対象者：平成26年７月５日から８月
８日生まれ

10か月児
と　き：11月13日（木)
時間は個人通知します

対象者：平成25年12月10日から26
年１月13日生まれ

★１歳８か月児健康診査
と　き：11月26日（水)

★乳児相談
と　き：11月４日（火）
午後１時30分から３時まで受付

対象者：１歳になるまでの乳児と
保護者

内　容：計測、相談（育児・発達・
離乳食など）午後２時から２時
15分は交流会を行います（ふれあ
い遊び、保護者の交流）。交流会の
時間は、計測を一時中断します。

持参品：母子健康手帳

★幼児相談
と　き：11月28日（金）

午前９時から11時までと午後１時
30分から３時まで受付

対象者：１歳から就学前までの幼児
と保護者

内　容：計測、相談（食事・子育て
など）

持参品：母子健康手帳

★成人健康相談【要予約】
と　き：11月28日（金)
午前９時から11時30分までと
午後１時30分から４時まで受付
糖尿病・高血圧・高脂血症・禁煙・
生活習慣を改善したいなど、何でも
お気軽にご相談ください。

★ささゆりルーム相談日
乳幼児・成人健康相談
と　き：11月11日（火）
午前10時から11時30分

：11月21日（金）
午後１時30分から３時

内　容：(乳幼児) 計測、育児や発
達についてなど

：(成人) 糖尿病・高血圧・高
脂血症・禁煙・生活習慣を改善

午後１時から１時30分まで受付
対象者：平成25年３月16日から４月

26日生まれ

★３歳児健康診査
と　き：11月27日（木)
午後１時から１時30分まで受付

対象者：平成23年５月12日から６
月27日生まれ

★乳がん･子宮がん検診【要予約】
と　き：11月16日（日)
・乳がん、子宮がん検診のどちらか

を受診されるかた
午前９時から９時30分までの受
付と午前10時30分から11時ま
で受付のどちらか

・乳がん、子宮がん検診の両方を受
診されるかた
午前９時30分から10時30分まで受付

対象者：（乳がん）40歳以上（1974
年12月31日以前の生まれ）で誕
生年が西暦偶数年生まれのかた

（子宮がん）20歳以上（1994年
12月31日以前の生まれ）で誕生
年が西暦偶数年生まれのかた

検査方法：
（乳がん）視触診・マンモグラフィ
（子宮がん）頸部細胞診、内診
定　員：（乳がん）先着50名
（子宮がん）先着100名
費　用：1,000円（75歳以上は500円）

生活保護世帯のかたは無料です。事
前に生き活き対策課で申請を行って
ください。

申込方法：11月４日（火）
午前８時30分から電話か生き活き
対策課窓口でお申し込みください。

※大腸がん検診の検査キットも受け取
ることができます。
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遠隔操作によるプロバイダ変更契約のトラブルにご注意!!

　電話で「料金が安くなる」と勧誘し、遠隔操作によってプロバイダを変更する契約に
関するトラブルが増えています。

トラブル事例
・大手電話会社からの電話だと思い契約したが、違う会社だった。

・大手電話会社の関連業者だと言われたが、無関係だった。

・電話でいろいろなことを一気に言われ、よくわからないまま遠隔

　操作で変更してしまった。

・契約前に、契約内容について書かれた書面が交付されなかった。

・契約後、書面が届いたが、電話で聞いた説明と契約内容が違った。

・料金が安くなると言われたが、安くならなかった。

・今まで使っていたメールアドレスが使えなくなった。

・速度が遅くなった。

・動画が見られなくなった。

・業者に苦情を言い解約したいと言ったら、2年間は解約できない、違約金が必要だと言われた。

契約前に書面の交付を求めましょう
　契約する前に契約内容を記した書面の交付を求め、契約先、契約内容、料金などについて確認しま

しょう。書面の交付を拒否する事業者とは契約しないようにしましょう。

　また、契約内容がよくわからないまま電話で承諾するのはやめましょう。

契約先を必ず確認しましょう

　契約する前に事業者名を必ず確認しましょう。大手電話会社の関連事業者かどうかは、該当する大

手電話会社に問い合わせてみましょう。

サービス内容を確認しましょう
　新しく契約するサービスの内容を必ず確認しましょう。現在と比較して、何がいくら安くなるのか

を細かくしっかりと確かめましょう。また、オプション利用料、事務手数料など、月額利用料以外に

生じる費用についても確認しましょう。

それまでのプロバイダ契約の解約によるデメリットなども確認しましょう
　プロバイダを変更した場合、それまでのプロバイダ契約を解約しない限り契約は続き、料金が二重

に発生してしまいます。また、プロバイダの解約には違約金が必要な場合があります。月々の利用料

だけでなく、従前のプロバイダに支払う違約金なども含めて、全体的な費用を確認しましょう。

必要がなければきっぱりと断りましょう
　電気通信事業者が行うサービスの提供には、電気通信事業法が適用されるため、特定商取引法によ

るクーリング・オフ制度はありません。あいまいな返事をせず、必要がなければきっぱりと断りまし

ょう。また、遠隔操作を許可するということは、自分のパソコン内の情報を見られ、外部に漏れる危

険性があることにも留意しましょう。

架空請求ハガキは無視して！絶対に連絡しないで!!
 「以前契約した訪問販売会社に対して未納料や契約違反があるため、裁判所に訴状が提出された。」

「送りつけ商法や押し付け商法についての相談も受ける」「このまま放置すると相手方の言い分どお

りの判決が出て、給料や財産を差し押さえられる。」「万が一身に覚えがない場合早急にご連絡くださ

い」などと書かれたハガキが届いたという、架空請求に関する相談が増えています。

　何らかの情報を入手した悪質な事業者が、不安をあおり、さらに個人情報を入手して別の詐欺につ

なげようとしていると思われます。絶対に連絡しないでください。
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●
は
図
書
館
の
休
館
日

●図書館休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）･毎月末日（その日が、休館日にあたる時はその翌日も休館）･年末、年始（12／27～１／5）☎78−9903
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日
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火
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木
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日
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日
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日
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７
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11月

●買い物は県内で！   たばこは町内で買いましょう。

◆上牧町ホームページ◆
・http://www.town.kanmaki.nara.jp/
・Eメール kanmaki＠plum.ocn.ne.jp

図書館通信
新 刊 紹 介

この子オレの子！
中場利一著　本の雑誌社

無頼に生きてきたはず
が、こんな男にはなりた
くないと思っていたモノ
になっていく、けれどそ
れが心地いい。50歳にし
て初めての子どもができ
た「岸和田少年愚連隊」
の著者による、泣けて笑
える結婚・出産・育児エ
ッセイです。

生活に潤いと安らぎを与
えてくれるペット。大切
な存在であり家族の一員
なら最後まできちんと面
倒を見てほしい。年間に
17万匹も殺処分される
犬たちがいることを知っ
た高校生が始めた「いの
ちの花プロジェクト」を
物語化しました。

いのちの花
綾野まさる著　ハート出版

とっくんはお気に
入りのトラックに
いろいろなものを
載せてお出かけし
ます。シリーズ３
冊目の今回は森へ
お出かけして、い
っぱい拾った木の

実でお店をひらきました。ほのぼのとした
やさしい絵本です(年少向き)

とっくん トラック もりへ ぶぶー
いわむらかずお著　ひさかたチャイルド

ウイスキーと私
竹鶴政孝著　ＮＨＫ出版

金田一家、日本語百年の秘密
金田一秀穂著　朝日新聞出版

明治時代から続く三代目
と聞くと料理や技術に関
することに思えますが、
著者は国語学者の三代目
になります。祖父、父と
もに著名な研究者であっ
たことについて思う事
や、変化する日本語の面
白さについて感じたこと
をまとめたほんです。

歴史あるつくり酒屋に生
まれるも、日本酒ではな
く洋酒に魅かれウィスキ
ーづくり一筋に生きた、
ＮＨＫ連続ＴＶ小説のモ
デルになった著者による
自伝。昭和47年に発行
された単行本を改訂復刻
し、巻末に著名人の寄稿
を掲載しています。

母
子
家
庭
・
兄
弟
二
人
目
は
左
記
月
謝
の
半
額

成
績
別
月
謝
制(

週
２
回
、
各
２
時
間) 

孫
の
よ
う
に
愛
情
を
も
っ
た
指
導
で
５
人
制

　　　　　　　　　

★
中　

学　

生
★

八
千
円 

５
教
科 

３
５
０
点
以
上

一
万
二
千
円 
 

２
５
０
点
以
上

一
万
六
千
円 
 

１
８
０
点
以
上　

★
小
学
生（
4
年
生
以
上
）は
一
律
一
万
円
★

ヤ
ル
気
、
負
け
ん
気
、
根
気
、
ケ
ジ
メ
の
４
Ｋ

の
内
、
一
つ
あ
れ
ば
成
績
は
上
が
り
、
二
つ
あ

れ
ば
飛
躍
的
に
上
が
り
ま
す
。
そ
し
て
三
つ
あ

れ
ば
塾
は
不
要
で
す
。
一
つ
で
も
あ
る
と
言
え

る
お
子
さ
ん
の
体
験
学
習
を
歓
迎
し
ま
す
。

☎
３
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ー
９
２
８
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片
岡
台
団
地　

金
澤

　　
０
７
０
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５
２
６
７
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５
１
５
１

個
人
塾
の
寺
子
屋 （

広
告
）

文
化
協
会
作
品
発
表
会

上
牧
町
文
化
協
会
で
は
、
中
央
公
民
館
展

示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
役
場
で
作
品
の
発
表
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

☆
11
月
６
日
(木
)か
ら
12
月
12
日
(金
)ま
で

・
上
牧
写
真
ク
ラ
ブ
(展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

・
ま
き
の
は
陶
芸
ク
ラ
ブ
火
曜
日
(陳
列
ケ
ー

ス
）

☆
役
場
　
10
月
27
日
(月
)か
ら
12
月
12
日
(金
)

ま
で

・
油
絵
　
ア
ト
リ
エ
28

各
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
お
問
合
わ
せ
は
中

央
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

中
央
公
民
館

☎
76
ー
３
６
１
０

★11月のお話会ピーターパン★

18日（火）午前10時30分から
8日（土）・22日（土）

午後２時から
・町立図書館ホームページで
蔵書検索ができます。

http://www5.ocn.ne.jp/~kanmaki/
・本、AV資料は期限内に返却

しましょう。
・図書館の開館時間

午前９時から午後５時まで
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世帯数..............9,784(−12)

男　性............11,072(−８)

女　性............12,236(＋２)

合　計............23,308(−６)
（　）は前月比

平
成
26
年
９
月
末
日
現
在

《ご案内》

＊町の木 ＊町の花

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
広
告

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
紙
面
に
町
の
財
源
確
保
の
一
環

と
し
て
申
し
込
み
順
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
町
が
広
告
主
の
利
用
を
特
別
に
推

奨
し
た
り
、
そ
の
内
容
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
ご
自
身
の
判
断
で
お
願
い

し
ま
す
。
掲
載
ご
希
望
の
か
た
は
、
広
告
案
を
持
参
し
、

毎
月
５
日
ま
で
に
政
策
調
整
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●法律相談
☆上牧町主催（偶数月に開催）
担　当：弁護士
と　き：2・4・6・8・10・12月の第一水曜日

午後１時30分〜４時30分
ところ：2000年会館
定　員：申込順６名（予約制・随時予約）
内　容：各種法律問題全般
申込・問合先：政策調整課　 役場内線222番
☆中南和法律相談センター（奇数月に開催）
担　当：弁護士
と　き：1・3・5・7・9・11月の第二金曜日

午後１時〜４時
ところ：2000年会館
定　員：申込順６名（相談日１週間前より予約受付）
内　容：各種法律問題全般
申込・問合先：奈良弁護士会

0742ー22ー2035

●行政相談
担　当：行政相談委員
と　き：毎月第二金曜日　午後１時〜４時
ところ：2000年会館
内　容：役所の仕事について全般
問合先：政策調整課　 役場内線222番

●納税相談
担　当：徴税吏員
と　き：毎月第二水曜日　午後1時〜3時30分
ところ：役場１階　徴収課
定　員：申込順５名（相談日１週間前より予約受付）
内　容：町税と介護保険料、後期医療保険料について
申込・問合先：徴収課　 役場内線125番

●生活自立相談
担　当：奈良県中和生活自立サポートセンター
と　き：毎月第三木曜日　午前９時〜午後５時

(10月から翌年３月まで）
ところ：役場地下小会議室
内　容：失業などにより生活や経済的にお困りの

かたへの相談・支援
問合先：奈良県中和生活自立サポートセンター

0120ー85ー1225

●人権相談
担　当：人権擁護委員
と　き：毎月第二金曜日　午後１時〜４時
ところ：2000年会館
内　容：人権問題全般
問合先：福祉課　 役場内線145番

●消費生活相談
担　当：消費生活相談員
と　き：毎週火曜日　午後１時〜５時

毎週木曜日　午前９時〜午後１時
（上記共、祝日は除く）

ところ：上牧町役場１階相談室
と　き：毎週月曜日　午後１時〜５時

毎週水曜日　午前９時〜午後１時
（上記共、祝日は除く）

ところ：河合町役場二階相談室
（河合町での相談もできます）

内　容：消費生活問題全般・多重債務問題
問合先：政策調整課　 役場内線222番

●教育相談
担　当：学校指導主事
と　き：毎週火曜日　午後１時30分〜４時
相　談：電話による相談　 役場内線119番
内　容：教育問題全般
問合先：教育総務課　 役場内線119番

●スクールカウンセラー教育相談
担　当：スクールカウンセラー
ところ：①上牧中学校
と　き：11月７日（金）・21日（金）

午前11時〜午後５時
申込先：上牧中学校　 76ー5479
ところ：②上牧第二中学校
と　き：11月18日（火）

午前11時〜午後５時
申込先：上牧第二中学校　 72ー3700
内　容：教育問題全般
問合先：教育総務課　 役場内線135番

地域密着型で効率的な広告

お店の広告は広報紙で
月1回、町内全戸配布の広告で商売繁盛

上牧町役場政策調整課　0745−76−1001
掲載料：1枠  1万円／2枠  2万円
（この見本の大きさは１枠です）

見本
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